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一
　
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
効
用

　
二
　
裁
判
例
と
そ
の
批
判

序

　
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
の
心
証
は
、
裁
判
官
の
微
妙
な
主
観
的
判
断
で
あ
る
か
ら
、
数
量
的
に
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
心
証
の
厳
密
な
数
量
化
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
そ
の
概
括
的
な
割
合
的
表
現
は
可
能
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら

種
々
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
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説論

　
一
般
の
民
事
事
件
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
な
お
十
中
八
、
九
の
確
信
（
八
○
％
以
上
の
心
証
）
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
殊
に
、
因
果

関
係
の
証
明
の
困
難
な
損
害
賠
償
事
件
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
損
害
が
単
一
の
原
因
に
基
づ
く
場
合
で
し
か
も
心
証
度
が
七
〇
％
以
上

八
○
％
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。
心
証
度
に
よ

る
割
合
的
認
定
は
、
訴
訟
に
お
け
る
一
種
の
非
訟
的
判
断
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
許
容
さ
る
れ
た
め
の
前
提
条
件
（
基
準
）
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
外
に
も
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
通
説
と
異
な
り
、
証
明
度
を
心
証
度
七
〇
％
の
と
こ
ろ
ま
で
引
き
下
げ
た
上
、
心
証
度
八
○
％

以
上
で
は
全
部
肯
定
、
七
〇
％
以
上
八
○
％
未
満
で
は
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
認
め
、
五
〇
％
を
超
え
七
〇
％
未
満
の
範
囲
を
い
わ
ゆ

る
真
偽
不
明
（
8
p
＝
2
雪
）
の
領
域
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
稿
の
主
張
の
重
点
が
あ
る
。

　
次
に
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
は
、
複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
結
果
を
惹
起
さ
せ
た
損
害
賠
償
事
件
の
訴
訟
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
が
、

能
う
限
り
、
各
原
因
の
寄
与
率
（
寄
与
度
）
及
び
寄
与
分
を
明
確
に
す
る
方
向
で
審
理
が
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
も
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
も
、
因
果
関
係
の
証
明
の
困
難
な
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
方
法

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
安
易
な
審
理
を
ま
ね
き
、
審
理
不
尽
の
隠
れ
蓑
に
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一2一

　
　
　
　
　
二
　
民
事
裁
判
に
お
け
る
証
明
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
ロ

　
民
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
必
要
な
証
明
の
程
度
（
証
明
度
－
心
証
の
最
下
限
）
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
そ
れ
と
の
関

連
で
・
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
通
常
人
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、
当
該
事
実
の
存
在
に
つ
き
疑
い
を
抱
か
ず
に
安
心
し
て

行
動
で
き
る
程
度
の
・
＋
中
八
・
九
の
讐
這
象
と
醗
さ
れ
る
。
判
例
も
、
同
様
の
立
鷺
吉
、
因
果
関
係
の
証
明
に
つ
き
、
「
訴

訟
上
の
因
果
関
係
の
立
証
は
、
一
点
の
疑
義
も
許
さ
れ
な
い
自
然
科
学
的
証
明
で
は
な
く
、
経
験
則
に
照
ら
し
て
全
証
拠
を
総
A
口
検
討
し
、
特
定

の
事
実
が
特
定
の
結
果
発
生
を
招
来
し
た
関
係
を
是
認
し
得
る
高
度
の
蓋
然
性
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
判
定
は
、
通
常
人
が
疑
を
差

し
挾
ま
な
い
程
度
に
真
実
性
の
確
信
を
持
ち
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
で
足
り
る
。
」
　
（
最
判
昭
五
〇
。
｝
○
．
二
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四
民
集
二
九
・
九
・
一
四
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

　
ド
イ
ツ
の
判
例
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
、
　
「
合
理
的
で
、
生
活
関
係
を
明
確
に
観
察
す
る
人
が
な
お
疑
い
を
さ
し
は
さ
ま
な
い
よ
う
な
」
　
も
。。
腕

犀
Φ
ぎ
諾
冒
量
密
α
q
R
）
島
o
訂
富
霧
お
浮
巴
9
霧
①
鉱
貰
き
R
零
訂
器
＆
の
厩
鼠
Φ
蕊
＆
8
畠
N
名
①
幣
即
．
、
高
度
の
蓋
然
性
（
Φ
営
げ
9
R

O
同
a
〈
8
譲
ゆ
ぼ
ω
畠
9
昌
＆
冨
δ
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
ま
た
、
「
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
疑
い
を
排
除
す
る
程
度
の
蓋
然
性
」

と
㊦
営
一
Φ
α
窪
く
の
鰐
倖
b
窓
σ
Q
Φ
p
N
≦
Φ
賦
Φ
一
窪
器
o
匡
δ
ゆ
窪
傷
窪
O
N
＆
＜
8
譲
⇔
ぼ
ω
畠
Φ
ぎ
犀
畠
冨
坤
．
、
（
ω
O
頃
N
｝
O
Q
あ
，
田
γ
d
旨
の
路
＜
○
疹

漣
」
9
お
緕
●
）
や
「
実
生
活
に
役
立
ち
得
る
程
度
の
確
実
性
」
も
ぼ
｛
驚
号
の
冥
箔
冴
畠
Φ
U
3
窪
蔑
帥
9
浮
賃
窪
○
嘆
＆
〈
8
0
Φ
三
ゆ
げ
魯
．
．

（
ω
O
国
N
S
ψ
♂
窪
艶
q
旨
①
一
一
ぎ
営
ば
気
」
霧
P
）
の
証
明
だ
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
む
レ

　
他
方
、
学
説
も
同
趣
旨
で
、
「
実
生
活
に
役
立
ち
得
る
程
度
の
蓋
然
性
」
も
ぼ
密
H
号
ω
冥
蹄
膏
＆
Φ
い
魯
聲
ぼ
磐
。
浮
貸
聲
9
巴
＜
8

巧
翰
ぼ
。
。
島
Φ
巨
け
算
魯
、
、
（
即
8
窪
ぽ
お
）
留
ま
爵
？
ω
。
ぼ
竃
R
2
諒
。
）
、
「
生
活
経
験
に
よ
り
事
実
上
確
実
性
と
同
程
度
の
高
度
の
蓋
然

性
」
も
冒
8
σ
げ
R
O
β
α
〈
g
≦
．
帥
浮
曽
竃
巨
け
算
Φ
F
α
齢
Φ
H
霊
9
飢
霞
常
訂
霧
霞
貯
冒
琶
鵬
冥
9
。
犀
蕊
＆
餌
震
O
①
惹
ゆ
冨
ぱ

αq

一
①
一
3
ざ
9
昌
、
、
（
ω
磐
日
訂
＆
－
冨
葺
R
鼠
号
）
、
「
実
生
活
に
役
立
つ
程
度
の
蓋
然
性
、
つ
ま
り
、
疑
い
を
完
全
に
排
除
で
き
な
く
て
も
、

疑
い
を
さ
し
は
さ
ま
せ
な
い
程
度
の
蓋
然
性
」
も
営
噛
欝
鼠
の
窟
接
蔚
畠
Φ
U
魯
窪
ぼ
四
8
浮
霞
窪
9
銭
＜
8
名
勉
ぼ
ω
。
ぽ
匡
一
3
訂
F

α
R
留
目
N
≦
包
包
ω
号
名
o
蒔
窪
α
q
Φ
獣
象
Φ
“
○
ぼ
Φ
一
汀
＆
一
一
蒔
帥
島
蟄
零
匡
一
＆
き
．
．
（
ω
鼠
b
ら
8
器
も
○
匡
Φ
）
、
ま
た
は
、
「
通
常
人
が
も

は
や
そ
の
真
実
性
を
疑
わ
な
い
程
度
の
高
度
の
蓋
然
性
」
も
ぽ
ぎ
び
R
9
＆
〈
8
妻
魯
同
ω
＆
①
巨
8
葬
①
F
8
号
ゆ
犀
①
営
8
H
目
巴
R

冒
窪
ω
畠
ヨ
①
ぼ
き
8
H
≦
四
ぼ
ゲ
簿
国
毒
Φ
聾
。
、
．
つ
さ
Φ
ζ
R
舞
）
の
証
明
が
必
要
だ
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
高
い
段
階
の
程
度
と
思
わ
れ
る
「
確
実
性
に
近
い
蓋
然
性
ヒ
）
名
ゆ
ぼ
ω
畠
蝕
島
魯
臣
罫
象
Φ
α
霞
O
Φ
≦
5
訂
詳
器
匿
ぎ
e
B
6
．
．
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
英
米
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
通
説
・
判
例
が
民
事
裁
判
に
求
め
て
い
る
「
高
度
の
蓋
然
性
」
も
ぎ
び
9
R
O
鍔
血
く
身

≦
鎚
汀
の
＆
9
巳
旨
汀
津
．
．
を
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
証
明
の
程
度
を
説
明
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
用
い
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
そ
こ
に
か
な
り
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説論

の
ず
れ
が
あ
る
。
即
ち
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
証
明
に
は
、
．
、
〈
Φ
曙
露
讐
幕
鴨
8
無
　
冥
o
鼠
霞
一
蔓
、
、
（
非
常
に
高
い
程
度
の
蓋
然
性
）
な

い
し
は
．
．
冥
o
訂
ぴ
旨
蔓
び
昌
○
＆
話
器
8
筈
げ
＆
ロ
ぼ
、
、
（
合
理
的
疑
い
を
超
え
る
蓋
然
性
）
が
要
求
さ
れ
る
が
、
民
事
裁
判
に
お
け
る
証
明

の
程
度
は
、
、
．
㊤
一
〇
≦
R
8
α
q
8
Φ
9
冥
○
訂
げ
田
昌
、
、
（
よ
り
低
い
程
度
の
蓋
然
性
）
、
．
．
冥
9
0
民
霞
§
8
9
冥
O
訂
げ
田
蔓
、
、
（
蓋
然
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
レ

優
越
）
な
い
し
は
．
、
冥
魯
○
巳
R
き
8
亀
零
建
Φ
昌
8
、
、
（
証
拠
の
優
越
）
で
足
り
る
と
さ
れ
る
。

　
わ
が
国
の
通
説
・
判
例
の
説
明
の
仕
方
は
、
若
干
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
ち
が
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
の
通
説
・
判
例
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
、
近
時
、
公
害
訴
訟
等
因
果
関
係
の
証
明
が
極
め
て
困
難
な
訴
訟
事
件
が
増
え
る
に
及
ん
で
、
証
明
度
の
軽
減
如
何
が
論

ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

　
と
こ
ろ
で
、
裁
判
官
の
心
証
の
程
度
（
心
証
度
）
を
量
的
に
測
定
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
仮
り
に
測
定
し
得
る
と
し
て
、
一
般
の
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
心
証
の
最
下
限
（
証
明
度
）
は
、
八
○
％
の
確

信
を
必
要
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
害
訴
訟
等
特
殊
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
因
果
関
係
の
証
明
に
つ
き
、
そ
の
証
明
度
を
、
例
え
ば

七
〇
％
ま
で
引
き
下
げ
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
そ
れ
を
許
容
す
る
に
し
て
も
、
い
さ
さ
か
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
主
要
事
実
（
直
接
事
実
、
要
件
事
実
）
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
論
議
は
、
間
接
事
実
、
補
助
事
実
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
民
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
は
、
直
接
証
拠
に
よ
っ
て
直
接
事
実
（
主
要
事
実
、
要
件
事
実
）
を
証
明
す
る
い
わ
ゆ
る
直
接
証
明
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
場
合
と
、
間
接
証
拠
に
よ
っ
て
間
接
事
実
を
証
明
し
、
こ
の
問
接
事
実
か
ら
裁
判
官
を
し
て
直
接
事
実
を
推
認
せ
し
め
る
問
接
証

明
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
は
、
当
事
者
の
証
明
活
動
の
面
か
ら
み
れ
ば
間
接
証
明
で
あ
る
が
、
裁
判
官
の
心
証
形
成
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

か
ら
み
れ
ば
い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
推
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
証
明
度
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
直
接
証
明
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
間
接
証
明
に
お
け
る
基
礎
事
実
（
前
提

事
実
）
の
証
明
度
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
一
つ
の
立
場
と
し
て
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
場
合
同
様
、
原
則
と
し
て
、
合
理
的
な
疑
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い
の
な
い
確
実
性
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
と
の
有
力
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
要
約
す
れ
ば
、
間
接
証
拠
か
ら
推
定
の
基
礎

と
な
る
前
提
事
実
（
間
接
事
実
）
の
存
在
が
八
○
％
の
蓋
然
性
を
以
て
認
定
さ
れ
、
引
き
続
き
、
事
実
上
の
推
定
法
則
（
経
験
法
則
）
に
よ

り
、
推
定
事
実
（
主
要
事
実
）
の
存
在
が
、
八
○
％
の
確
率
で
推
認
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
主
要
事
実
の
存
在
の
確
率
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ

四
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
心
証
が
得
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
単
一
の

間
接
事
実
か
ら
推
定
事
実
（
主
要
事
実
）
を
推
認
す
る
場
合
、
当
該
間
接
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
の
心
証
度
が
か
な
り
高
度
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
算
出
の
仕
方
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
が
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
計
算
方

法
に
よ
る
と
、
仮
り
に
証
明
度
を
八
○
％
と
し
て
、
間
接
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
の
心
証
度
が
一
〇
〇
％
、
事
実
上
の
推
定
則
（
経
験
則
）
の

確
率
が
八
○
％
の
場
合
は
証
明
度
に
達
す
る
が
、
前
者
が
九
五
％
、
後
者
が
八
四
％
（
こ
の
よ
う
な
一
％
き
ざ
み
の
測
定
は
、
困
難
も
し
く
は

不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の
論
証
の
便
宜
上
敢
え
て
使
う
こ
と
に
す
る
。
）
の
場
合
は
、
証
明
度
を
下
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
は
、
高
度
の
心
証
が
得
れ
な
い
限
り
、
心
証
形
成
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
設
例
に
お
い
て
、
前
提

事
実
た
る
間
接
事
実
の
存
在
に
つ
き
八
○
％
の
心
証
が
得
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
間
接
事
実
に
つ
ぎ
心
証
割
合
に
よ
る
認
定
を
認
め
な
い
限

り
、
当
該
間
接
事
実
の
存
在
は
一
〇
〇
％
の
全
部
肯
定
に
な
る
筈
で
あ
る
（
そ
こ
に
は
、
あ
る
種
の
擬
制
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
）

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
の
設
例
に
お
け
る
間
接
事
実
に
つ
い
て
の
心
証
度
八
○
％
、
経
験
則
に
よ
る
推
定
の
確
率
八
○
％
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
〇
％
、
八
○
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
主
要
事
実
の
存
在
の
確
率
は
、
証
明
度
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判

は
、
必
ず
し
も
十
分
な
批
判
と
は
い
え
な
い
が
、
自
然
科
学
的
な
計
算
が
、
そ
の
ま
ま
社
会
科
学
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
指
摘
に
は
な

る
で
あ
ろ
う
。

　
又
、
現
実
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
単
一
の
間
接
事
実
に
よ
り
推
定
事
実
が
認
定
さ
れ
る
場
合
は
む
し
ろ
少
な
く
、
複
数
の
間
接
事
実
（
群
）

の
相
互
補
強
に
よ
り
、
主
要
事
実
（
推
定
事
実
）
が
認
定
さ
れ
る
場
合
が
通
常
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
複
数
の
間
接
事
実

の
相
互
補
強
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
の
証
明
力
が
高
ま
り
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
個
々
の
間
接
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
一
応
、
証
拠
の
優
越
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（
冥
9
0
民
震
き
8
0
｛
Φ
〈
嬉
窪
8
）
程
度
の
低
度
（
軽
度
）
の
蓋
然
性
の
証
明
で
足
り
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
個
々
の

問
接
事
実
の
証
明
度
は
、
｝
律
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
直
接
証
拠
の
証
明
力
、
直
接
事
実
と
間
接
事
実
と
の
関
連
度
Q
色
雪
き
q
）
、
間

接
事
実
の
数
及
び
そ
の
証
明
力
（
主
要
事
実
を
推
認
せ
し
め
る
力
）
な
い
し
は
間
接
事
実
相
互
の
関
連
性
等
に
よ
り
、
ヶ
ー
ス
・
バ
イ
・
ヶ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

ス
で
、
相
対
的
に
定
っ
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
理
は
、
間
接
事
実
が
補
助
事
実
と
し
て
機
能
す
る
場
合
即
ち
直
接
証
拠

の
補
強
事
実
（
証
拠
）
な
い
し
は
減
殺
事
実
（
証
拠
）
と
し
て
機
能
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
直
接
証
明
及
び
間
接
証
明
の
場
合
の
証
明
度
を
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
に
認
め
ら
れ
て
い
る
自
由
心
証
の
蝋
態
様
と

し
て
の
「
事
実
上
の
推
定
」
が
効
果
的
に
行
い
得
る
こ
と
に
な
り
、
延
い
て
は
、
民
事
裁
判
の
も
つ
権
利
保
護
機
能
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
1
）
本
稿
に
お
け
る
証
明
度
、
心
証
度
等
の
用
語
の
意
味
は
、
主
と
し
て
、
倉
田
卓
次
「
交
通
事
故
訴
訟
に
お
け
る
事
実
の
証
明
度
」
実
務
民
事
訴
訟
講
座

　
3
一
〇
一
頁
以
下
（
同
『
民
事
交
通
訴
訟
の
課
題
』
所
収
）
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
心
証
割
合
に
よ
る
認
定
」
　
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
法
律
学

　
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
5
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
』
所
収
）
の
論
点
を
、
若
干
掘
り
下
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
兼
子
一
『
条
解
民
事
訴
訟
法
』
四
五
七
頁
、
新
堂
幸
司
『
民
事
訴
訟
法
』
三
三
八
頁
、
中
野
、
松
浦
、
鈴
木
編
『
民
事
訴
訟
法
講
義
』
三
一
七
頁
（
青

　
山
）
等
、
そ
の
説
明
に
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
現
在
の
通
説
。

（
3
）
国
①
一
旨
一
島
2
謎
Φ
ご
U
一
〇
〇
霊
民
且
α
q
①
α
①
の
団
霜
①
酵
8
馨
ω
巨
Φ
弩
o
℃
讐
ω
魯
⑦
け
N
三
一
鷺
0
8
ω
ω
矯
田
器
お
魯
房
く
o
お
一
Φ
一
畠
o
β
q
Φ

　
ω
貫
象
9
お
零
㌃
●
国
碧
’
一
＜
’
。
。
●
u
器
巨
け
山
R
坤
g
窪
田
毒
富
名
酵
象
σ
q
琶
。
q
摯
。
畦
g
畠
Φ
且
Φ
§
巴
（
ψ
c。
ω
～
・
。
㎝
）
。
な
お
、
拙
稿

　
　
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
自
由
心
証
の
法
理
ー
ナ
ー
ゲ
ル
を
中
心
に
し
て
ー
」
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
法
学
論
集
第
四
号
一
六
八
頁
参
照
。

（
4
）
男
ε
Φ
旨
9
0
ω
9
国
く
箆
o
暑
ρ
b
●
田
（
一
一
）
↓
ぎ
Z
鋤
言
お
o
｛
爵
Φ
象
ω
畠
ロ
島
霞
び
Φ
廿
≦
o
窪
鷺
8
隔
8
曽
冥
8
0
匿
①
帰
き
8
0
団

　
づ
同
O
ぴ
”
ぴ
一
一
一
け
一
①
の
　
”
】
P
山
　
び
Φ
》
O
H
H
幽
　
桶
0
鋤
ω
O
口
”
び
一
Φ
　
q
O
β
び
け
●
　
Φ
一
〇
．

（
5
）
倉
田
前
掲
書
一
二
八
頁
、
野
崎
幸
雄
「
因
果
関
係
論
・
総
論
ー
実
体
法
上
・
訴
訟
法
上
の
諸
問
題
」
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
五
巻
一
〇
八
頁
以
下
等
参
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照
。

（
6
）
賀
集
唱
「
事
実
上
の
推
定
に
お
け
る
心
証
の
程
度
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
四
号
四
二
頁
以
下
、
拙
稿
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
推
定
に
つ
い
て
」
鹿
児
島
大

　
学
法
文
学
部
、
法
学
論
集
第
七
巻
第
二
号
七
〇
頁
以
下
。

（
7
）
石
井
良
三
『
民
事
法
廷
覚
え
書
』
一
九
二
頁
、
倉
田
前
掲
書
二
三
二
頁
。

（
8
）
野
崎
前
掲
（
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
五
巻
二
九
頁
）
は
、
　
「
間
接
事
実
の
証
明
度
は
、
当
該
訴
訟
に
お
い
て
、
事
実
上
の
推
定
を
行
な
う
た
め
の
基

　
礎
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
各
間
接
事
実
の
証
明
度
、
そ
の
相
互
の
関
係
、
お
よ
び
適
用
さ
れ
る
べ
ぎ
経
験
則
と
の
関
係
で
相
対
的
に
決
せ
ら
れ
る
べ
ぎ

　
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
通
常
の
場
合
は
、
主
要
事
実
と
同
じ
証
明
法
則
に
服
す
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
　
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定

民事裁判における割合的認定（中村）

漏
　
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
限
界

　
裁
判
官
の
心
証
を
厳
密
に
数
量
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
心
証
の
程
度
（
心
証
度
）
を
概
括
的
に
割
合
化
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
で
レ

と
は
可
能
で
あ
り
、
種
々
の
説
明
に
便
宜
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
一
般
の
民
事
裁
判
に
お
い
て
は
、
あ
る
事
実
（
主
要
事

実
）
の
証
明
に
成
功
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
事
実
の
存
否
に
つ
き
裁
判
官
に
十
中
八
、
九
の
確
信
つ
ま
り
少
く
と
も
八
○
％
の
心
証
を
い
だ
か

し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
も
、
通
説
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
、
十
中
八
、
九
の
確
信
が
得
れ
た
と
き
は
、

当
該
事
実
に
つ
き
、
全
部
肯
定
か
全
部
否
定
の
い
ず
れ
か
の
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
中
間
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
許
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
公
害
訴
訟
に
お
け
る
因
果
関
係
の
よ
う
な
、
極
め
て
立
証
の
困
難
な
事
実
が
増
え
る
に
及
ん
で
、
証
明
度
を
引
き
下
げ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
仮
り
に
証
明
度
を
七
〇
％
に
引
ぎ
下
げ
る
と
し
て
、
裁
判
官
が
そ
れ
以
上
の
心
証

を
得
た
と
き
は
、
常
に
、
全
部
肯
定
か
全
部
否
定
の
一
〇
〇
％
の
判
断
が
擬
制
さ
れ
る
と
い
う
の
も
単
純
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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あ
る
事
実
の
存
否
に
つ
き
十
中
八
、
九
の
確
信
つ
ま
り
八
○
％
以
上
の
心
証
で
足
り
る
と
す
る
通
説
と
蓋
然
性
で
足
り
る
と
す
る
蓋
然
甑
灘

と
を
折
衷
し
た
と
こ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
納
得
し
得
る
事
実
認
定
の
許
容
領
域
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
証
明
度
を
七
〇
％
ま
で
引

き
下
げ
た
上
で
、
八
○
％
以
上
の
心
証
の
場
合
は
、
当
該
事
実
に
つ
き
全
部
肯
定
か
全
部
否
定
の
『
○
○
％
の
心
証
を
擬
制
し
、
七
〇
勿
以
上

八
○
％
未
満
の
心
証
の
場
合
は
、
心
証
度
に
応
じ
た
割
合
的
認
定
を
認
め
、
こ
の
範
囲
を
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
許
容
範
囲
と
し
、
五

〇
％
を
超
え
七
〇
％
未
満
は
真
偽
不
明
の
範
囲
で
、
こ
の
範
囲
に
に
お
い
て
は
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
も
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
考
え
方
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
、
あ
る
事
実
の
存
在
に
つ
ぎ
、
八
○
％
以
上
の
心
証
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

存
在
の
蓋
然
性
が
山
口
同
く
、
そ
れ
に
応
じ
て
不
存
在
（
負
、
マ
イ
ナ
ス
）
の
可
能
性
は
僅
少
に
留
ま
る
こ
と
に
な
り
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
全
部

肯
定
の
一
〇
〇
％
の
擬
制
も
納
得
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
、
心
証
度
七
〇
％
以
上
八
○
％
未
満
の
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
心
証

は
い
わ
ゆ
る
確
信
と
は
言
い
難
く
、
負
の
可
能
性
が
相
対
的
に
大
き
く
な
り
、
全
部
肯
定
の
一
〇
〇
％
の
擬
制
を
行
う
こ
と
は
無
理
で
あ
る
が
、

政
策
的
な
配
慮
そ
の
他
の
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
部
肯
定
で
は
な
く
、
心
証
度
に
ょ
る
割
合
的
認
定
を
す
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
灰
色
の
裁
判
が
、
一
種
の
非
訟
化
現
象
と
は
い
い
な
が

ら
、
叫
刀
両
断
の
下
に
黒
白
を
つ
け
る
訴
訟
に
お
い
て
、
無
制
限
に
許
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
け
だ
し
、
因
果
関
係
等
の
証
明
に
つ
き
、

十
分
の
心
証
を
得
な
い
ま
ま
、
あ
る
種
の
妥
協
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
に
拘
ら
ず
、
判
決
手
続
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
当
事
者
双
方
の
互

譲
．
納
得
が
事
前
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
ち
に
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
行
う
べ
ぎ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
分
審
理
を
尽
く

し
て
も
な
お
確
信
が
得
れ
な
い
と
き
は
、
割
合
的
認
定
を
す
る
前
に
、
和
解
の
勧
試
を
行
い
、
和
解
の
成
立
に
真
摯
な
努
力
を
傾
け
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
訴
訟
の
非
訟
化
に
は
、
そ
れ
相
応
の
社
会
的
要
請
と
制
度
的
保
障
が
不
可
欠
の
前
提
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。　

次
に
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
は
、
ど
の
よ
う
な
訴
訟
に
お
い
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
心
証
度
に
よ
る
割

合
的
認
定
の
妥
当
範
囲
な
い
し
は
限
界
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
不
動
産
引
渡
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
七
割
の
心
証
が
得
れ
た
か
ら
と
い
っ
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て
、
当
該
不
動
産
の
七
割
の
引
渡
し
を
命
ず
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
一
個
不
可
分
の
不
動
産
引
渡
請
求
権
は
、
あ
る
か
な
い

か
、
つ
ま
り
全
部
肯
定
か
全
部
否
定
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
問
の
判
断
は
論
理
上
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
物

の
引
渡
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、
証
明
度
を
七
〇
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
も
不
合
理
で
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
訴
訟

物
が
一
見
可
分
に
み
え
る
貸
金
請
求
訴
訟
に
も
当
て
は
ま
る
。
何
故
な
ら
、
貸
金
請
求
権
も
、
あ
る
か
な
い
か
が
間
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
本
質
的
に
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
に
な
じ
ま
な
い
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
は
、
損
害

賠
償
訴
訟
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
損
害
賠
償
訴
訟
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
認
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
は
な
く
、
次
の
よ
う

な
条
件
の
下
で
、
制
限
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
即
ち
、
①
複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
結
果
が
惹
起
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
能
う
限
り
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
行
い
、
原
則
と
し
て
、
当
該
損
害
（
結
果
）
が
単
一
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
場
合
に
限

る
こ
と
、
②
因
果
関
係
の
証
明
の
場
合
に
限
定
し
、
し
か
も
、
そ
れ
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
⑧
心
証
度
七
〇
％
以
上
八
○
％
未
満
を
そ

の
許
容
範
囲
と
す
べ
き
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
許
容
し
な
い
と
、
審
理
不
尽
の
隠
れ
蓑
に
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
　
裁
判
例
と
そ
の
批
判

　
次
に
、
幾
つ
か
の
主
要
な
裁
判
例
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
即
し
て
批
判
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ω
東
京
地
裁
昭
和
四
五
年
六
月
二
一
日
民
事
第
二
七
部
判
決
（
判
例
時
報
六
一
五
号
四
二
頁
）
は
、
再
発
症
と
二
年
前
の
事
故
と
の
因
果

関
係
に
つ
き
、
　
「
肯
定
の
証
拠
と
否
定
の
証
拠
と
が
並
び
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
上
で
相
当
因
果
関
係
の

存
在
を
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
肯
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
答
え
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
と
す
れ
ば
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
肯
定
の
心
証
を
以
て
十
分
と
し
、
以
下
損
害
の
算
定
に
入
る
か
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
因
果
関
係

を
肯
定
す
る
心
証
と
し
て
は
不
足
す
る
と
し
て
、
再
発
後
以
後
の
損
害
賠
償
請
求
を
全
然
排
斥
す
る
か
、
二
途
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
と
な
る
。

　
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
、
損
害
賠
償
請
求
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
こ
の
場
合
、
第
三
の
方
途
と
し
て
再
発
以
後
の
損
害
額
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
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を
乗
じ
て
事
故
と
相
当
因
果
関
係
あ
る
損
害
の
認
容
額
と
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
け
だ
し
、
不
可
分
の
一
個
請
求
権
を
訴
訟

物
と
す
る
場
合
と
異
な
り
、
可
分
的
な
損
害
賠
償
請
求
権
を
訴
訟
物
と
す
る
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
肯
定
か
全
然
の
否
定
か
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
結
論
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
否
、
証
拠
上
認
容
し
う
る
範
囲
が
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
擬
制
す
る
こ
と
が
不
当
に
被
害
者
を
有
利
に
す
る
反
面
、
全
然
棄
却
す
る
こ
と
も
不
当
に

加
害
者
を
利
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
こ
の
場
合
、
損
害
額
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
認
容
す
る
こ
と
こ
そ
、
証
拠
上
肯
定
し
う
る

相
当
因
果
関
係
の
判
断
に
即
応
し
、
不
法
行
為
損
害
賠
償
の
理
念
で
あ
る
損
害
の
公
平
な
分
担
の
精
神
に
協
い
、
事
宜
に
適
し
、
結
論
的
に
正

義
を
実
現
し
う
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
と
述
べ
、
更
に
、
原
告
の
体
質
的
・
心
因
的
素
因
と
現
症
（
再
発
症
）
と
の
因
果
関
係
に
つ

ぎ
、
「
《
証
拠
略
V
に
よ
る
も
、
同
種
の
患
者
に
比
し
原
告
の
症
状
が
著
し
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
特
異
体
質
的
要
因
の
存
在
も
想
定

さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
症
状
の
発
現
自
体
を
特
異
体
質
の
み
に
基
因
す
る
も
の
と
断
ず
べ
ぎ
証
拠
は
な
い
。
」
と
述
べ
、
更
に
、
後
の
方
で
、

「
被
告
は
、
更
に
、
原
告
の
現
象
に
体
質
的
・
心
因
的
な
も
の
が
加
味
さ
れ
て
お
り
、
通
常
損
害
の
範
囲
を
越
え
る
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
通
常
損
害
・
特
別
損
害
の
区
別
が
不
法
行
為
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
損
害
の
算
定
に
関
し
当
然
に
妥
当
す
る
か
否
か
疑
い
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
体
質
的
素
因
に
つ
い
て
は
既
に
先
に
相
当
因
果
関
係
の
有
無
に
関
し
て
判
断
す
る
際
顧
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
判
決
は
、
一
般
に
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
裁
判
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
も
行
っ
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
判
決
理
由
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
事
故
と
体
質
的
素
因
と
い
う
複
数
の
原
因
が
競
合
し
、
事
故

の
み
な
ら
ず
、
体
質
的
素
因
も
結
果
発
生
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
素
因
の
寄
与
率
に
言
及
す
る
こ
と

な
く
、
事
故
と
再
発
症
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
心
証
度
を
認
容
額
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
論
理
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
厳
密

に
は
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
裁
判
例
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
判
決
を
先
に
述
べ
た
基
準
（
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
が
妥
当
す
る
た
め
の
前
提
条
件
）
に
即
し
て
評
価
す
る
と
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
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お
け
る
因
果
関
係
の
認
定
に
つ
き
七
〇
％
以
上
の
心
証
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
一
応
許
容
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
事

故
と
素
因
と
い
う
複
数
の
原
因
に
基
因
し
た
再
発
症
で
は
あ
る
が
、
事
故
（
単
一
の
原
因
）
に
基
く
も
の
だ
と
す
る
原
告
の
主
張
に
つ
ぎ
八
○
％

以
上
の
心
証
を
得
（
十
中
八
、
九
の
確
信
に
達
し
）
、
し
か
も
被
告
に
証
明
責
任
の
あ
る
体
質
的
・
心
因
的
素
因
に
つ
き
被
告
（
加
害
者
）
が
立

証
で
ぎ
な
か
っ
た
場
合
、
通
説
に
従
え
ば
、
全
部
肯
定
の
一
〇
〇
％
の
心
証
が
擬
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告

の
反
証
に
よ
り
、
被
害
（
再
発
症
）
が
事
故
の
み
に
よ
る
も
の
か
否
か
に
つ
き
、
通
説
の
い
わ
ゆ
る
真
偽
不
明
（
b
8
ぎ
q
雪
）
の
状
態
（
八
○

％
未
満
の
、
確
信
に
至
ら
な
い
心
証
）
に
な
っ
た
わ
け
で
、
全
部
否
定
、
し
た
が
っ
て
請
求
棄
却
に
な
る
筈
の
事
件
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
因

果
関
係
の
認
定
が
極
め
て
困
難
な
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
、
事
実
的
因
果
関
係
を
肯
定
し
て
も
不
合
理
で
な
く
、
し
か
も
和
解
の
努
力
も
な

さ
れ
た
こ
と
（
本
件
に
お
い
て
は
不
明
確
だ
が
）
や
被
害
者
救
済
等
の
政
策
的
配
慮
等
の
結
果
、
む
し
ろ
全
部
否
定
に
す
る
こ
と
が
不
合
理
で

あ
る
場
合
に
、
心
証
度
が
七
〇
％
以
上
八
○
％
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
許
容
す
る
と
い
う
立
場
（
本
稿
の
立

場
）
か
ら
は
、
一
応
（
但
し
後
述
）
、
本
判
決
の
結
論
は
支
持
で
ぎ
ょ
う
。
な
お
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
被
告
が
そ
の
主
張
す
る
原
告
の
体

質
的
素
因
に
つ
き
（
延
い
て
は
そ
の
寄
与
度
を
明
確
に
し
た
形
で
）
立
証
に
成
功
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
も
、
事
故
と
再
発
症
と

の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
心
証
度
を
明
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
寄
与
率
（
寄
与
度
）
を
積
極
的
に
認
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

（
複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
い
る
こ
と
は
肯
定
し
て
い
る
が
）
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
（
心
証
割
合
に
よ
る
因
果
関

係
の
認
定
ー
割
合
的
因
果
関
係
）
の
裁
判
例
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
認
定
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
し
よ
う
。
先
に
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認

定
を
許
容
す
る
た
め
の
前
提
（
基
準
）
と
し
て
、
複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
結
果
を
惹
起
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
能
う
限
り
、
寄
与

度
に
よ
る
割
合
的
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
理
は
本
事
件
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
更
に
審
理
を
尽

く
し
て
体
質
的
素
因
の
寄
与
度
を
明
確
に
し
、
そ
の
寄
与
分
を
損
害
額
か
ら
減
額
す
る
か
、
又
は
、
事
故
の
結
果
（
再
発
症
）
に
対
す
る
寄
与

率
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
認
容
額
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
る
。
け
だ
し
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
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定
（
心
証
割
合
に
よ
る
認
定
）
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
心
証
度
七
〇
％
以
上
八
○
勿
未
満
の
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る

が
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
心
証
割
合
に
よ
る
認
定
の
場

合
の
よ
う
に
範
囲
限
定
を
行
わ
な
く
て
も
、
広
く
、
そ
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ィ
ロ

　
②
東
京
地
裁
昭
和
四
七
年
七
月
一
七
日
民
事
第
二
七
部
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
八
二
号
二
三
五
頁
）
は
、
事
故
前
か
ら
高
血
圧
症
に
罹

患
し
て
い
た
被
害
者
が
、
事
故
に
よ
り
重
傷
を
負
い
、
そ
の
後
二
年
余
に
わ
た
り
入
通
院
を
く
り
返
し
て
い
た
が
、
そ
の
効
む
な
し
く
脳
卒
中

兼
肺
水
腫
、
頭
部
外
傷
後
遺
症
に
よ
り
死
亡
し
た
事
件
の
訴
訟
に
お
い
て
、
当
該
事
故
と
死
亡
と
の
相
当
因
果
関
係
に
つ
ぎ
、
「
以
上
の
認
定

事
実
に
よ
れ
ば
、
死
因
が
事
故
と
直
接
結
び
付
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
疑
問
で
あ
る
面
が
あ
る
。
一
応
本
件
事
故
以
前
に
、
高
血
圧
で
あ

っ
た
と
も
推
認
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
相
当
に
肉
体
的
労
働
を
し
て
お
り
、
本
件
事
故
で
、
甚
大
な
傷
害
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
稼
動
不
可
能

に
立
ち
至
り
、
適
宜
の
加
療
を
続
け
た
け
れ
ど
も
、
遂
に
死
亡
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
な
お
担
当
医
師
は
右
の
因
果
関
係
に
つ
き
、
い

ず
れ
と
も
確
答
を
避
け
て
い
る
。
従
っ
て
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
に
し
て
も
、
一
〇
〇
％
本
件
事
故
が
原
因
で
あ
る
と
断
定
し
切
れ
る
ほ
ど
の

立
証
も
な
い
の
で
、
訴
外
X
の
死
亡
に
伴
う
損
害
の
内
七
〇
％
に
つ
き
本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
に
あ
る
損
害
と
し
て
被
告
側
に
賠
償
責
任

が
あ
る
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
」
と
判
断
し
て
い
る
。

　
③
　
水
戸
地
裁
昭
和
五
〇
年
一
二
月
八
日
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
三
六
号
三
一
二
頁
）
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
進
行
中
の
X
（
当
時
七
六

才
）
が
同
方
向
に
向
け
て
後
方
か
ら
進
行
し
て
き
た
小
型
貨
物
自
動
車
に
追
突
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
頭
部
外
傷
、
額
部
挫
創
の
傷
害
を
受
け
、

二
ヵ
月
後
に
慢
性
心
不
全
に
よ
り
死
亡
し
た
事
件
に
お
い
て
、
被
害
者
が
、
事
故
当
時
、
既
に
、
潜
在
的
心
臓
疾
患
、
肝
機
能
障
害
等
を
有
し

て
い
た
疑
い
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
故
に
よ
る
受
傷
と
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
の
存
否
に
つ
ぎ
、
「
以
上
の
如
く
本
件
事
故
と
X
の
死
亡

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
肯
定
、
否
定
両
方
の
証
拠
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
裁
判
所
は
総
合
的
考
察
の
結
果
、
右
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
肯
定
す
る
こ
と
と
す
る
（
因
果
関
係
の
割
合
的
認
定
）
、
従
っ
て
X
の
死
亡
に
ょ
る
損
害
に
つ
い
て
は
そ
の
六
割
を
も
っ
て

賠
償
額
と
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
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民事裁判における割合的認定（中村）

　
②
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
①
の
判
決
に
対
す
る
批
判
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
し
、
⑧
の
判
決
に
つ
い
て
も
、
①
の
判
決
に
対
す
る
批
判
が

当
て
は
ま
る
外
、
六
〇
％
の
心
証
度
を
認
容
額
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
四
〇
％
も
の
マ
イ
ナ
ス
（
因
果
関
係
不
存
在
）
の
可
能
性
が

あ
り
、
い
か
に
も
心
証
度
が
低
過
ぎ
、
下
限
の
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
心
証
度
が
七
〇
％
未
満
の
場
合
は
、
や
は
り
心
証

度
に
よ
る
割
合
的
認
定
は
控
え
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
す
べ
く
、
審
理
を
尽
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
件
訴
訟
に
お
い
て
も
、
事

故
と
死
亡
と
の
間
の
事
実
的
因
果
関
係
を
認
め
た
上
で
の
六
〇
％
の
認
定
と
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
、
実
質
的
に
は
、
寄
与
度
に
よ
る
割

合
的
認
定
に
近
い
が
、
①
の
判
決
同
様
、
そ
の
旨
積
極
的
に
う
た
っ
て
い
な
い
し
、
実
際
に
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
の
審
理
が
な
さ
れ
て
い

な
い
う
ら
み
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

　
㈲
　
東
京
地
裁
昭
和
四
九
年
七
月
一
八
日
民
事
第
一
三
部
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
一
五
号
二
七
〇
頁
、
判
例
時
報
七
六
四
号
六
二
頁
）
は

貸
金
（
立
替
金
）
返
還
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
残
債
務
の
確
定
に
つ
き
、
原
告
が
補
強
証
拠
と
し
て
金
銭
出
納
簿
を
提
出
し
な
い
事
情
を
考
慮

し
て
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
方
法
（
い
わ
ゆ
る
確
率
的
認
定
論
）
を
用
い
て
、
認
定
額
の
約
六
五
％
を
認
容
し
て
い
る
が
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
心
証
が
証
明
度
に
届
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
原
告
の
請
求
を
端
的
に
棄
却
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
A
証
人
の
甲
第

一
号
証
に
基
づ
く
証
言
内
容
に
相
当
の
信
愚
性
を
感
じ
る
心
証
に
か
え
っ
て
背
馳
す
る
も
の
が
あ
る
。
当
裁
判
所
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
請

求
原
因
を
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
七
〇
パ
！
セ
ン
ト
は
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
心
証
に
即
し
た
結
論
を
提
示
し
た
い
と
考
え

る
。
本
件
は
金
員
請
求
の
訴
で
あ
る
か
ら
、
心
証
に
応
じ
て
割
合
的
な
結
論
が
可
能
な
場
合
で
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
と
が
単
一
の
契
約
に
お
け

る
金
員
交
付
と
い
っ
た
一
回
の
事
実
経
過
に
か
か
る
場
合
に
は
、
心
証
に
応
じ
て
の
金
員
の
配
分
と
い
う
こ
と
に
不
自
然
を
免
れ
な
い
の
と
異

な
り
、
本
件
で
は
、
数
十
回
の
金
銭
出
納
と
い
う
集
合
的
な
事
実
経
過
の
結
論
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
金
員
を
割
合
的
な
数

値
で
示
し
て
も
不
自
然
さ
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ー
本
件
は
立
替
金
請
求
の
事
案
で
あ
っ
て
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損

害
賠
償
の
事
案
で
は
な
い
か
ら
、
も
と
よ
り
過
失
相
殺
の
法
理
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
べ
き
限
り
で
は
な
い
が
、
訴
外
会
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る

蓋
然
性
の
高
い
商
業
帳
簿
を
同
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
原
告
が
甲
号
証
と
し
て
提
示
し
な
い
と
い
う
事
態
が
金
額
算
定
の
上
で
原
告
の
不
利
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説論

に
作
用
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
過
失
相
殺
の
法
理
の
類
推
と
い
う
こ
と
も
言
え
な
い
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
、
い
さ
さ
か
異
例
で
は
あ
る
が
、
甲
第
一
号
証
と
A
証
言
と
に
よ
っ
て
一
応
得
ら
れ
た
一
四
九
万
一
九
〇
一
円
の

約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
九
七
万
円
を
以
て
、
被
告
ら
が
原
告
に
支
払
う
べ
き
金
額
と
認
め
る
。
原
被
告
各
本
人
の
供
述
に
は
、
右
結
論

を
左
右
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
」

　
先
に
述
べ
た
基
準
に
従
っ
て
こ
の
判
決
を
検
討
す
る
に
、
心
証
度
に
ょ
る
割
合
的
認
定
は
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
限
ら
れ
、
し
か
も
心
証
度
七

〇
％
以
上
八
○
％
未
満
の
範
囲
で
許
容
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
い
ず
れ
の
基
準
に
も
適
っ
て
い
な
い
。
殊
に
、
心
証
が
証

明
度
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
や
は
り
行
ぎ
過
ぎ
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
貸
金
債
権
は
、
あ
る
か
な
い
か
の
二
者
択
一
的
判
断
に
な
じ
む
債
権
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
中
間
的
判
断
を
行
う
こ
と
は
不
合
理
で
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
が
、
心
証
形

成
が
困
難
な
場
合
の
逃
げ
道
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
心
証
度
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
倉
田
卓
次
前
掲
書
一
五
五
頁
、
野
崎
前
掲
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
五
巻
一
〇
九
頁
以
下
等
参
照
。

（
2
）
加
藤
一
郎
『
公
害
法
の
生
成
と
発
展
』
二
九
頁
。

（
3
）
こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
は
、
中
野
貞
一
郎
「
相
当
因
果
関
係
の
蓋
然
性
と
損
害
賠
償
額
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
続
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
一
六

　
八
頁
以
下
、
淡
路
剛
久
「
確
率
的
認
定
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
六
八
号
二
一
三
頁
以
下
。

（
4
）
こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
は
、
羽
生
雅
則
「
割
合
的
認
定
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
号
七
二
頁
。

（
5
）
こ
の
判
決
の
紹
介
・
評
釈
と
し
て
は
、
住
吉
博
本
件
評
釈
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
二
二
号
一
〇
三
頁
以
下
。
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四
　
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定

民事裁判における割合的認定（中村）

幽
　
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
効
用

　
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
も
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
同
様
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後
者
が
、

前
述
の
通
り
、
原
則
と
し
て
、
単
一
の
原
因
に
基
づ
い
て
結
果
が
生
じ
た
場
合
に
用
い
ら
れ
る
べ
ぎ
認
定
方
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
、

複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
結
果
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
、
各
原
因
の
結
果
に
対
す
る
寄
与
分
を
算
出
す
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
認
定
方
法

で
あ
る
。
又
、
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
心
証
度
七
〇
％
以
上
八
○
％
未
満
の
範
囲
に
限
定
し
て
許
容
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
の
に
対
し
、
寄
与
度
に
ょ
る
割
合
的
認
定
に
は
、
こ
の
よ
う
な
制
限
は
不
要
で
あ
る
。
け
だ
し
、
複
数
の
原
因
全
体
と
結
果
と
の
間
の

全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
を
肯
定
し
た
上
で
の
各
原
因
の
寄
与
分
の
算
出
方
法
だ
か
ら
て
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
単
一
の
原
因
と
結
果
と
の
間

の
因
果
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
の
心
証
が
三
〇
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
損
害
額
の
三
〇
％
を
認
容
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
七
〇
％
の
因
果
関
係

不
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
に
拘
ら
ず
（
し
た
が
っ
て
賠
償
責
任
が
な
い
の
に
拘
ら
ず
）
、
た
と
え
賠
償
額
を
心
証
度
に
応
じ
て
低
く
お
さ
え
た

と
は
い
え
、
真
実
に
反
す
る
不
合
理
な
裁
判
と
し
て
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
心
証
度
に
よ
る

割
合
的
認
定
は
、
厳
格
な
制
限
の
下
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
通
り

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
A
、
B
二
つ
の
原
因
に
基
づ
い
て
F
と
い
う
結
果
（
損
害
）
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
認
定
で
ぎ
る
場
合
に
、
A
の
F
に
対

す
る
寄
与
率
（
寄
与
度
）
三
〇
％
を
認
定
し
、
全
体
と
し
て
の
損
害
額
（
認
定
額
）
の
三
〇
％
を
A
の
寄
与
者
の
責
任
額
（
寄
与
分
）
と
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
寄
与
率
の
認
定
は
、
過
失
相
殺
の
場
合
同
様
、
こ
れ
を
精
確
に
行
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
、
宿
命
的
に
曖
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ロ

さ
が
伴
う
が
、
定
型
化
・
定
額
化
の
方
向
で
判
例
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
裁
判
例
と
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
初
、
交
通
事
故
訴
訟
が
中
心
で
、
被
害
者
の
持
病
や
潜
在
的
な
体
質
的
素
因
等
原
告
側
の
原
因

と
事
故
と
が
競
合
し
て
死
傷
病
等
の
結
果
を
惹
起
せ
し
め
て
い
る
場
合
に
、
因
果
関
係
の
認
定
や
損
害
額
（
責
任
範
囲
）
の
算
定
に
つ
き
、
寄
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説論

与
度
に
ょ
る
割
合
的
認
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
原
告
は
、
結
果
（
損
害
）
は
す
べ
て
事
故
に
基
因
す
る

も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
そ
の
損
害
が
後
遺
症
や
死
亡
等
に
よ
る
場
合
で
、
し
か
も
そ
れ
が
事
故
か
ら
か
な
り
の
時
間

が
経
過
し
て
か
ら
起
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
、
そ
れ
が
事
故
の
み
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
判
定
が
困
難
な
こ
と
が
多
い

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
被
告
の
方
で
は
、
当
該
損
害
の
全
部
又
は
一
部
は
、
事
故
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
告
自
身
の
持
病
や
潜
在

的
な
体
質
的
．
心
因
的
素
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
場
合
、
被
告
は
た
と
え
部
分
否
定
で
あ
れ
、
寄
与
率
を
明
確
に
し
た

主
張
．
立
証
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
（
同
様
の
こ
と
は
原
告
の
主
張
・
立
証
に
つ
い
て
も
い
え
る
）
、
寄
与
率
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
寄
与

分
の
認
定
は
、
純
粋
に
裁
判
官
の
自
由
心
証
即
ち
心
証
形
成
の
場
面
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
原
告
の
持
病
や
体
質

的
素
因
等
に
つ
い
て
は
被
告
に
主
張
．
立
証
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
妥
当
な
結
果
を
導
き
得
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
被
告
が
当
該
主

張
事
実
に
つ
き
立
証
で
き
ず
、
原
告
の
主
張
に
つ
き
裁
判
官
が
八
○
％
以
上
の
心
証
を
得
た
と
き
は
、
原
告
の
損
害
額
（
認
定
額
）
に
つ
き
一
〇

〇
％
（
全
部
肯
定
）
の
請
求
認
容
判
決
に
な
る
し
、
全
損
害
が
原
告
の
持
病
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
、
被
告
が
立
証
に
成

功
す
れ
ば
、
請
求
棄
却
に
な
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
、
原
被
告
の
主
張
・
立
証
に
よ
り
、
当
該
損
害
が
事
故
と
原
告
の
持
病
等
の
競
合
の
結

果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
の
確
信
即
ち
「
全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
」
の
存
在
に
つ
き
八
○
％
以
上
の
心
証
を
得
た
と
き
は
、
引
き
続
い
て
、

能
う
限
り
、
各
原
因
の
寄
与
率
（
寄
与
度
）
を
割
り
出
す
た
め
の
審
理
を
尽
く
し
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
（
寄
与
分
の
認
定
）
を
可
能

に
す
べ
き
で
あ
る
。
寄
与
率
の
認
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
宿
命
的
に
曖
昧
さ
を
伴
う
の
で
、
寄
与
率
（
寄
与

度
）
に
つ
き
八
○
劣
以
上
の
心
証
（
確
信
）
を
要
求
す
る
の
は
酷
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
寄
与
率
の
認
定
を
必
要
と
す
る
の

は
、
複
数
の
原
因
の
↓
部
が
原
告
側
の
持
病
等
で
あ
る
場
合
は
、
共
同
不
法
行
為
の
場
合
（
民
法
七
一
九
条
一
項
）
の
如
く
、
連
帯
責
任
を
命

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
は
、
共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
も
敷
術
し
た
方
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
後

述
）
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
事
件
に
お
い
て
は
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
と
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
の
境
界
が
曖
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昧
に
な
る
。
全
損
害
が
事
故
（
単
一
の
原
因
）
に
基
因
す
る
と
の
原
告
の
主
張
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
確
信
が
、
被
告
の
反
証
に
よ
り
動
揺

し
、
通
説
の
い
う
真
偽
不
明
（
昌
8
ご
2
9
）
の
範
囲
（
心
証
度
が
五
〇
％
を
超
え
八
○
％
未
満
の
範
囲
）
に
陥
っ
た
が
、
な
お
七
〇
％
（
い

わ
ゆ
る
蓋
然
性
）
の
心
証
は
得
て
い
る
場
合
に
、
通
説
の
よ
う
に
、
請
求
棄
却
に
す
る
の
で
は
な
く
、
心
証
度
に
応
じ
て
損
害
の
七
〇
％
を
認

容
す
る
方
法
（
心
証
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
）
は
許
さ
れ
る
が
、
裁
判
官
の
心
証
が
大
き
く
動
揺
し
七
〇
％
を
割
っ
た
場
合
に
は
、
心
証
度
に

応
じ
た
認
定
を
す
る
こ
と
は
、
真
実
か
ら
遠
ざ
か
り
過
ぎ
、
責
任
の
な
い
筈
の
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
結
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
不
合

理
で
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
事
故
と
原
告
の
持
病
等
が
競
合
し
て
結
果
を
発
生
さ
せ
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
を
認

め
た
上
で
、
事
故
の
寄
与
度
が
五
〇
％
で
あ
る
と
か
四
〇
％
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
原
因
が
競
合
し
て
結

果
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
事
件
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
審
理
を
尽
く
し
て
、
各
原
因
の
寄
与
度
（
寄
与
率
）
を
明
確
に
す
る
努
力
を
し
、
過
失

相
殺
の
法
理
類
似
の
方
法
等
に
よ
り
妥
当
な
結
論
を
導
く
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
当
初
、
交
通
事
故
訴
訟
に
お
い
て
寄
与
度
に
よ
る
割
合
的
認
定
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
、
交
通
事
故
で
も
、

前
述
の
事
故
と
原
告
の
素
因
の
場
合
に
留
ま
ら
ず
、
二
重
事
故
、
異
時
事
故
、
事
故
と
医
療
過
誤
に
及
び
、
延
い
て
は
、
二
重
の
医
療
過
誤
、

更
に
は
、
建
築
工
事
と
交
通
機
関
の
震
動
等
に
よ
る
建
物
の
損
傷
等
加
害
行
為
が
競
合
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
広
く
損
害
賠
償
訴
訟
一
般
に

及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
共
同
不
法
行
為
の
場
合
も
、
民
法
七
一
九
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
よ
り
も
、
各
自
の
寄
与
分
が
明
確
に
な
っ
た
方

が
、
求
償
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
な
く
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
又
、
共
同
不
法
行
為
者
が
、
必
ず
し
も
、
固
有
必
要
的
な
共
同
被

告
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
中
の
一
人
を
相
手
ど
っ
て
起
さ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
も
、
そ
の
寄
与
分
を
明
確
に
し
得
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
　
裁
判
例
と
そ
の
批
判

　
ω
　
東
京
高
裁
昭
和
四
六
年
八
月
十
日
民
事
第
二
部
判
決
（
下
級
民
集
二
二
巻
七
・
八
号
八
四
九
頁
、
判
例
時
報
六
四
三
号
四
〇
頁
）
は
、
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説論

慢
性
的
自
律
神
経
失
調
症
の
疾
患
を
有
す
る
者
が
、
交
通
事
故
に
遭
遇
し
、
同
人
の
体
質
的
要
素
が
加
わ
っ
て
右
症
状
が
増
強
さ
れ
た
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
き
、
右
事
故
の
傷
病
に
対
す
る
寄
与
度
を
三
割
と
認
め
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
右
認
定
事
実
に
ょ
る
と
、
控
訴
人
の
前

記
症
状
は
必
ず
し
も
本
件
事
故
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
ば
か
り
と
は
認
め
が
た
く
、
さ
り
と
て
本
件
事
故
と
全
く
関
係
が
な
い
も
の
と
ま

で
は
断
定
で
き
な
い
の
で
、
い
う
な
ら
ば
控
訴
人
の
前
記
症
状
は
、
同
人
が
従
来
有
し
て
い
た
慢
性
的
自
律
神
経
失
調
症
に
、
本
件
事
故
及
び

同
人
の
体
質
的
要
素
が
加
わ
っ
て
、
右
症
状
が
増
強
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
傷
病
が
単
に
交
通
事
故

を
唯
一
の
原
因
と
す
る
も
の
で
な
い
場
合
傷
病
と
事
故
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
直
ち
に
民
法
第
四
一
六
条
第
一
項
に
い
う
通
常
生
ず
べ
き

損
害
と
み
る
か
、
第
二
項
に
い
う
特
別
事
情
に
よ
る
損
害
と
し
て
予
見
可
能
性
を
認
め
る
か
は
別
と
し
て
、
傷
病
と
事
故
と
の
間
に
因
果
関
係

を
認
め
、
右
傷
病
に
よ
る
全
損
害
を
事
故
に
よ
る
損
害
と
す
る
こ
と
は
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら
し
て
相
当
で
な
く
、
む
し
ろ

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
故
が
傷
病
に
寄
与
し
た
限
度
に
お
い
て
相
当
因
果
関
係
を
認
め
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る

の
が
相
当
で
あ
り
、
本
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
れ
ば
、
控
訴
人
の
本
件
傷
病
に
対
す
る
事
故
の
寄
与
度
は
三
割
程
度
と
認
め
、
全
損
害
の
三
割

の
限
度
に
お
い
て
、
被
控
訴
人
に
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

　
こ
の
判
決
は
、
複
数
の
原
因
そ
れ
ぞ
れ
と
結
果
と
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
ぎ
審
理
し
、
分
析
し
た
上
で
、
被
害
者
の
体
質
的
要
素
の
結
果
に

対
す
る
寄
与
が
、
か
な
り
の
程
度
の
も
の
で
、
否
定
し
難
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
事
故
の
結
果
（
傷
病
）
に
対
す
る
寄
与
率
を
三
割
と
認
定

し
、
そ
の
寄
与
分
を
算
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
当
初
か
ら
事
故
の
寄
与
度
を
積
極
的
に
認
定
し
て
寄
与
分
を
き
め
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
が
、
実
質
的
に
は
、
過
失
相
殺
の
場
合
同
様
、
全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
と
損
害
額
を
認
定
し
た
上
で
、
他
の
原
因
に
よ
る
寄
与
分

を
減
額
す
る
の
と
変
り
な
い
。
複
数
の
原
因
の
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
か
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
く
、
双
方
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
上
で
、
宿
命
的
に
、
膨
昧
さ
を
免
れ
な
い
寄
与
率
を
、
慎
重
に
き
め
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
、
審
理
不
尽
の
非
難
を
免

れ
、
説
得
性
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
②
東
京
高
裁
昭
和
五
二
年
一
二
月
六
日
民
事
第
一
二
部
判
決
（
判
例
時
報
八
八
二
号
四
九
頁
）
は
、
い
わ
ゆ
る
異
時
事
故
に
関
す
る
も
の
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で
あ
る
が
、
第
一
事
故
の
被
害
者
が
二
五
日
後
第
二
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
つ
き
、
第
二
事
故
の
加
害
者
に
対
し
、
第
二
事
故
後
の
損
害
の
七

〇
％
の
賠
償
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
以
上
の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
控
訴
人
淋
、
第
一
事
故
に
よ
る
鞭
打
症
の
治
療
中
、
さ
ら
に
本
件
第
二
の
事
故
に
遭
い
前
示
傷
害
の
結

果
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
傷
害
は
第
一
事
故
と
第
二
事
故
と
に
原
因
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
右

第
一
、
第
二
事
故
の
態
様
、
各
事
故
の
車
種
、
速
度
、
車
体
損
傷
の
程
度
及
び
第
一
事
故
の
際
各
乗
客
に
異
常
が
存
し
な
か
っ
た
こ
と
並
び
に

右
各
事
故
直
後
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
傷
害
の
程
度
な
ど
前
叙
認
定
事
項
を
勘
案
す
る
と
、
被
控
訴
人
の
前
示
傷
害
に
対
す
る
割
合
は
、
第
一

事
故
に
よ
の
も
の
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
事
故
に
よ
る
も
の
が
七
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

　
こ
の
判
決
は
、
各
事
故
と
結
果
と
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
審
理
を
尽
く
し
た
上
、
各
事
故
の
結
果
に
対
す
る
寄
与
分
を
別
々
に
割
り
出
し
て

い
る
。
二
重
事
故
、
異
時
事
故
等
加
害
行
為
が
競
合
し
て
い
る
場
合
は
、
各
加
害
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
民
法
七
一
九

条
一
項
に
ょ
り
、
単
に
連
帯
責
任
を
命
ず
る
よ
り
は
、
こ
の
判
決
の
よ
う
な
判
断
の
方
が
望
ま
し
い
。
又
、
前
述
の
、
事
故
と
原
告
の
素
因
等

が
競
合
し
て
い
る
場
合
に
な
さ
れ
る
方
法
即
ち
当
初
か
ら
事
故
の
寄
与
分
を
積
極
的
に
割
り
出
す
か
全
体
と
し
て
の
因
果
関
係
を
認
め
た
上
で

素
因
等
の
寄
与
分
を
減
額
す
る
方
法
は
、
能
う
限
り
回
避
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
け
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
場
合
、
素
因
等
の
寄
与
に
つ

い
て
は
、
審
理
を
尽
く
し
て
も
な
お
、
曖
昧
さ
を
払
拭
し
切
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
や
む
を
得
ず
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
各
加
害
行
為
の
寄
与
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
裁
判
官
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
も
い
う
べ
く
、
そ
の
為
に
は
、
訴
外
の
加
害
者
を
訴
訟
に
引
き
込
み
得
る
よ
う
、
従
来
の
共
同
訴
訟
理
論
に
反
省
が
加
え
ら
れ
て
し
か
る

　
　
　
　
　
ヰ
ロ

ベ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
本
件
に
お
い
て
も
、
第
一
事
故
の
加
害
者
と
第
二
事
故
の
加
害
者
が
共
同
被
告
に
な
っ
て
い
た
ら
、
両
者
の
主
張
・
立
証
を

通
じ
て
、
更
に
事
案
が
明
確
に
な
り
、
一
層
の
真
相
究
明
と
寄
与
分
の
明
確
化
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
⑧
　
大
阪
地
裁
昭
和
五
二
年
二
月
四
日
第
一
二
民
事
部
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
六
〇
号
二
一
九
頁
、
判
例
時
報
八
六
〇
号
二
二
九
頁
）
は

建
物
建
築
工
事
と
隣
接
建
物
の
損
傷
と
の
因
果
関
係
に
つ
き
、
他
の
原
因
を
考
慮
し
て
、
当
該
工
事
の
寄
与
率
を
二
割
と
し
て
損
害
賠
償
額
を
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ら
ロ

認
め
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
右
事
実
に
よ
る
と
、
原
告
建
物
の
南
側
部
分
（
被
告
建
物
に
近
接
す
る
部
分
）
に
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
原
告
建
物
の
右
被

害
の
多
く
が
被
告
建
物
の
建
設
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
近
接
し
た
場
所
に
お
い
て
震
動
を
伴
う
方
法
で

掘
削
し
て
工
事
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
周
辺
の
土
地
家
屋
に
対
し
て
右
震
動
が
伝
わ
り
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
は
右
工
事
現
場
と
被
害
土
地
建
物
と
の
間
隔
が
短
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
綜
合
す
る
と
、
本
件

工
事
は
原
告
建
物
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
右
認
定
に
反
す
る
A
の
証
言
は
前
記
各
証
拠

と
対
比
し
て
直
ち
に
採
用
で
き
ず
、
他
に
右
認
定
を
覆
え
す
に
足
る
証
拠
は
な
い
。
…
－

　
も
っ
と
も
前
記
の
と
お
り
附
近
唄
帯
の
地
盤
は
軟
弱
で
あ
っ
て
附
近
全
域
に
亘
っ
て
地
盤
沈
下
が
み
ら
れ
、
か
つ
地
下
鉄
工
事
・
阪
神
高
速

道
路
お
よ
び
歩
道
橋
の
各
建
設
の
際
の
震
動
、
右
交
通
量
殊
に
高
速
道
路
を
通
過
す
る
車
両
に
よ
る
振
動
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
原
告
建
物
に

各
種
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
認
せ
ら
れ
る
か
ら
、
原
告
建
物
に
生
じ
た
損
害
の
す
べ
て
が
被
告
建
物
の
建
設
を
原
因
と
し
て

発
生
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
の
事
情
を
右
高
速
道
路
等
の
各
工
事
時
期
・
距
離
、
原
告
建
物
の
堅
固
程
度
…
－
建
築
後
の
経
過
年
数
等
を
綜
合
考
慮
す
る
と
、
本
件

工
事
が
原
告
建
物
に
発
生
し
た
後
記
損
傷
に
及
ぼ
し
た
割
合
は
二
割
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
幾
つ
も
の
原
因
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
与
率
を
認
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

り
、
直
接
の
原
因
の
寄
与
率
を
相
対
的
に
高
く
認
め
る
こ
と
が
具
体
的
妥
当
性
に
適
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
主
な
原
因
の

寄
与
者
を
共
同
被
告
と
し
た
ら
、
な
お
稔
り
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
寄
与
率
に
よ
る
割
合
的
認
定
が
、
審
理
不
尽
の
隠
れ
蓑
と

し
て
、
周
辺
の
漢
た
る
原
因
に
責
任
を
転
嫁
す
る
手
段
と
な
り
、
延
い
て
は
被
害
者
救
済
を
阻
害
す
る
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
事
件
の
実
態
を
み
つ
め
た
上
で
言
い
得
る
こ
と
で
は
あ
る
が
（
本
件
に
お
い
て
も
、
一
応
審
理
は
尽
く
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
）
こ
の
よ
う
な
低
率
の
寄
与
度
の
認
定
が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
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民事裁判における割合的認定（中村）

（
1
）
こ
の
よ
う
な
方
向
を
予
想
さ
れ
る
は
、
淡
路
剛
久
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
六
八
号
二
盃
頁
。

（
2
）
類
似
の
裁
判
例
は
多
く
、
①
事
故
に
よ
る
傷
害
（
左
大
腿
骨
大
転
子
骨
折
）
に
基
因
す
る
全
身
衰
弱
に
よ
り
、
死
亡
し
た
被
害
者
の
損
害
額
算
定
に
あ

　
た
り
、
持
病
（
気
管
支
喘
息
等
）
の
死
亡
に
対
す
る
寄
与
度
を
二
割
と
し
、
こ
れ
を
減
額
し
た
事
例
（
東
京
地
判
昭
四
七
・
三
・
二
七
判
タ
ニ
七
八
．
三

　
四
九
）
、
②
被
害
者
の
潜
在
的
頸
椎
骨
軟
骨
症
と
交
通
事
故
と
の
双
方
が
競
合
し
て
脊
髄
損
傷
が
発
生
し
た
事
案
に
つ
き
、
全
損
害
額
の
七
割
を
も
っ
て

　
本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
に
あ
る
損
害
と
し
た
事
例
（
大
阪
地
判
昭
四
七
・
三
・
三
〇
判
タ
ニ
七
八
二
二
八
）
、
⑥
事
故
に
よ
る
傷
害
を
契
機
と
し

　
て
、
心
因
的
か
つ
第
二
次
的
に
生
じ
た
両
眼
視
束
萎
縮
に
よ
る
眼
調
節
機
能
障
害
等
の
後
遺
症
を
残
し
た
被
害
者
の
損
害
額
算
定
に
あ
た
り
、
事
故
と
相

　
当
因
果
関
係
の
な
い
同
人
の
主
観
的
要
因
に
よ
る
寄
与
度
を
三
割
と
し
、
こ
の
限
度
で
滅
額
し
た
事
例
（
東
京
地
判
昭
四
七
・
八
・
三
〇
判
タ
ニ
八
六
．

　
三
四
八
）
、
ω
長
年
肺
結
核
を
患
っ
て
い
た
者
が
、
追
突
事
故
に
よ
っ
て
鞭
打
ち
損
傷
を
蒙
り
、
そ
の
後
心
不
全
に
至
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
心
不
全
発

　
病
を
双
方
の
原
因
競
合
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
う
ち
鞭
打
ち
損
傷
（
事
故
に
よ
る
）
は
三
分
の
一
寄
与
し
た
と
し
て
、
こ
の
限
度
で
事
故
と
の
相
当
囚

　
果
関
係
を
認
め
た
事
例
（
東
京
地
判
昭
四
七
・
九
・
二
七
判
タ
ニ
八
八
・
三
四
四
）
、
⑤
事
故
に
よ
る
傷
害
に
高
血
圧
症
の
体
質
的
要
素
が
加
わ
っ
て
生

　
じ
た
結
果
に
つ
い
て
の
事
故
の
寄
与
度
を
六
割
と
認
め
た
事
例
（
福
岡
高
判
昭
四
八
・
一
一
・
二
〇
判
時
七
四
〇
・
六
四
）
、
⑥
九
才
の
と
き
骨
髄
炎
に

　
罹
患
し
た
こ
と
の
あ
る
者
が
三
七
才
の
と
ぎ
交
通
事
故
に
よ
っ
て
負
傷
し
、
そ
の
後
再
発
し
た
骨
髄
炎
治
療
の
た
め
の
入
院
費
等
支
出
に
よ
る
損
害
に
つ

　
き
、
事
故
と
の
間
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
が
、
事
故
の
寄
与
度
は
五
〇
％
で
あ
る
と
し
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
東
京
高

　
判
昭
五
〇
・
三
・
三
一
判
時
七
八
一
・
七
六
）
等
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

（
3
）
今
日
、
異
時
事
故
の
裁
判
例
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
は
、
大
橋
堅
固
「
交
通
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五

　
三
六
号
一
四
二
頁
以
下
。

（
4
）
霜
島
甲
一
「
当
事
者
引
込
み
の
理
論
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
六
一
号
一
八
頁
参
照
。

（
5
）
こ
の
よ
う
に
、
割
合
的
認
定
は
、
交
通
事
故
訴
訟
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
次
第
に
、
広
く
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

　
る
。
次
の
事
案
も
特
異
な
例
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
離
婚
の
や
む
な
き
に
至
ら
し
め
た
共
同
不
法
行
為
者
（
夫
と
不
貞
行
為
を
続
け
た
他
女
）
に
対
す
る

　
損
害
賠
償
（
慰
謝
料
）
請
求
に
お
い
て
、
共
同
不
法
行
為
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
も
、
一
方
加
害
者
の
行
為
の
結
果
に
対
す
る
度
合
が
非
常
に
少

　
な
い
場
合
で
、
か
つ
、
そ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
右
関
与
の
度
合
い
に
応
じ
た
範
囲
で
の
責
任
の
み
し
か
負
わ
す
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説論

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
八
分
の
一
の
賠
償
を
命
じ
た
事
例
（
札
幌
地
判
昭
五
一
　
ニ
マ
ニ
七
判
タ
三
六
四
・
二
四
三
）
。

　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
語

　
交
通
事
故
訴
訟
、
医
療
過
誤
訴
訟
、
公
害
訴
訟
等
い
わ
ゆ
る
現
代
型
訴
訟
に
お
い
て
、
従
来
の
伝
統
的
な
民
事
訴
訟
理
論
や
実
体
法
理
論

が
、
必
ず
し
も
有
効
に
機
能
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
登
場
し
て
き
た
の
が
割
合
的
認
定
の
理
論
で
あ
り
、
損
害
賠
償

訴
訟
の
分
野
で
、
割
合
的
認
定
の
裁
判
例
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
因
果
関
係
の
認
定
が
困
難
な
事
件
に
お
い
て
、
こ
の
方
法

が
、
如
何
に
裁
判
官
を
魅
了
し
て
い
る
か
が
窺
わ
れ
る
。

　
こ
の
割
合
的
認
定
の
理
論
の
登
場
及
び
裁
判
例
の
蓄
積
を
契
機
に
、
学
界
及
び
実
務
界
に
お
い
て
、
従
来
の
伝
統
的
な
理
論
の
修
正
如
何
が

緊
要
の
課
題
と
な
り
、
訴
訟
法
学
の
分
野
で
は
、
証
明
責
任
論
、
自
由
心
証
論
等
広
く
事
実
認
定
論
の
外
共
同
訴
訟
理
論
の
修
正
等
が
、
実
体

法
学
の
分
野
で
は
、
因
果
関
係
論
、
共
同
不
法
行
為
論
、
過
失
相
殺
の
法
理
等
を
中
心
に
、
広
く
損
害
賠
償
法
理
論
が
論
議
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
整
理
し
、
理
論
的
に
掘
り
下
げ
る
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
引
ぎ
続
ぎ
考
究
を
重
ね
つ
つ
、
割
合

的
認
定
が
安
易
に
流
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
注
視
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
・
二
・
五
）
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